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本研究は、 3つの分析により構成されている。 2006年を基準年とする分析(分析1)、 2002年を基準年と
する 2つの分析(分析 2、分析 3)である。
1. 8020達成者の特徴と姐i鵠機能に関する分析(分析 1)
2006年を基準年とし、 A自治体に居住する 80歳以上のもの (2011年時点)を対象とし、 2006年自治体
主催の健康教室の参加者で、かつアンケート調査を実施できた 72名を対象とした。また、組i替機能判定に
おいては、 2011年時の 80歳以上の高齢者 103名を対象とした。
2. 口腔保健行動と IADL、生命予後に関する分析(分析2、分析3)
2002年を基準年とし、 A自治体に窟住する 60歳以上の者を対象として、自記式質問紙調査を実施した。



























行動と岨鴫機能・ IADL. 生命予後の関連性を分析 1~3 において検討したもので、「定期的歯科検診j が
IADL維持に、 n82田以上の口腔清掃jが生命予後の延伸に影響する可能性を示した。これらは大切な所
見であり、実際の臨床において口腔保健行動を施行するにあたり、重要な根拠になるものと高く評価される。
平成25年I月1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出痛のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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